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「旅する本箱」：ピクトグラムサインロゴ

「旅する本箱」の特徴である“本箱が旅をしながら自分のもとにやってくる”というコンセプトから、旅行カバンにたくさんの本が詰められて届け

られるイメージを描きました。そのイメージをピクトグラムに反映し、多くの人に直感的に伝わるよう「四角い箱」で本箱を表現し、その中に本

を配置しました。そこに旅を連想させる、旅行カバンの「取っ手」と「タグ」を付け、これらを公共のピクトグラムと並んだ時でも調和するよ

う、シンプルなデザインにまとめました。
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ロゴタイプ（書体） 色・派生パターン

多くの人に感想やコメントを書いてもらうという特徴から書
き込む人の文字をイメージしやすいよう手書き風書体を選択
しました

 県立長野図書館・長野市で使用されているグリーンを選定しました。その
他、派生系として別の色やパターンなども用意するとロゴから広がりを持た
せることが可能です（次ページ）



「旅する本箱」：ピクトグラムサインロゴ

旅によって、以下のように本（旅本）の色やパターンを変更したり、タグに旅先を記したりカスタマイズすることが容易にできます。

旅先の場所

カラーや 

パターンの変更
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旅先：Re:public

“箱タグ”：中込駅 “箱タグ”：飯山赤十字病院

“箱タグ”：フルマチ邸



「旅する本箱」：制作物の目的や伝えたい情報

ヒアリングの中で出てきた、各制作物が必要とする情報の図
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「旅する本箱」：リーフレットの役割

ここから、「旅する本箱」を多くの人に利用してもらうために必要なツールとして 
リーフレットが果たす役割を以下の３点にまとめました。
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ストーリーを知ってもらう

使い方を知ってもらう

参加してもらう

「旅する本箱」の

「旅する本箱」の

「旅する本箱」に



「旅する本箱」：リーフレット
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使い方を知ってもらう「旅する本箱」の



「旅する本箱」：リーフレット
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ストーリーを知ってもらう「旅する本箱」の



「旅する本箱」：リーフレット
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参加してもらう「旅する本箱」に

・旅先マップ 

・Q&A（よくいただくご質問） 

・旅先オーナー募集 

・利用者ツール

旅する本箱の“利用者”として参加したい、また

は“旅先のオーナー”として参加したいと思って

もらえるような情報を以下から提供します

今回練りたい空白部分

「利用者ツール」

あったら参加しやすそうな
機能は？

現在困っていることを改善
できるような機能など

募集の理由や今後の展望、
現在のオーナーの声など

「旅先オーナー募集」



「旅する本箱」：リーフレット（オモテ・レイアウト案）
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山折り

谷折り山折り 山折り

❶

❷❸ ❹

持ち運びながら読んでいただ

けるよう、なるべくコンパク

トに折りたためる形が良いの

ではと考えました。 

そのため、横半分に折り、そ

の後4つ折りにする形式をご

提案いたします

レイアウト



「旅する本箱」：リーフレット（ウラ・レイアウト案）
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